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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結

累計期間
第52期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （百万円） 22,862 23,085 31,498

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 272 △509 986

親会社株主に帰属する当期純利

益又は親会社株主に帰属する四

半期純損失（△）

（百万円） △22 △3,057 2

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △149 △3,097 145

純資産額 （百万円） 17,396 14,287 17,703

総資産額 （百万円） 24,211 21,112 25,380

１株当たり当期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △1.89 △259.08 0.19

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.5 67.3 69.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △187 835 617

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △153 △76 △458

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △282 △319 △325

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 7,800 8,722 8,284

 

回次
第52期

第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） △8.61 16.62

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第52期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。また、第52期第３四半期連結累計期間及び第53期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日)等を適用し、第１四半期連結

累計期間より、「当期純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に帰

属する四半期純損失」としております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

（概況）

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から同年12月31日まで、以下同じ）における国内経済は、中国を

始めとする新興国等の景気減速懸念による先行き不透明感があるなか、企業収益の改善や政府による各種経済・金

融政策等により、景気は緩やかな回復基調が維持される状況にありました。

情報サービス産業においては、良好な企業収益や将来を見据えた研究開発に対するニーズの高まりにより、持ち

直しが期待される状況にありました。

このような状況のなかで当社グループは、多額の不採算プロジェクトが発生したことに鑑み、アシュアランスの

一層の強化と社員の意識改革に努めてまいりました。受注段階からのリスク管理を強化しつつ、既存顧客の受注拡

大や顧客ニーズに対応するソリューションサービスの提供等、確実な案件確保に努めました。

当第３四半期連結累計期間の売上高については、金融・官公庁・行政システムが順調に拡大した一方、社会基盤

システム及びエンベデッドシステムが減少したことにより23,085百万円（前年同期比1.0%増）となり、概ね前年同

期並みとなりました。

利益については、前述のとおりアシュアランスの強化を通じた確実なリスクコントロールを実施した結果、当第

３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から同年12月31日まで、以下同じ）では377百万円の営業利益を計上い

たしました。その結果、当第３四半期連結累計期間の営業損失は523百万円（前年同期は352百万円の営業利益）ま

で圧縮することができました。

また、親会社株主に帰属する四半期純損失についても当第３四半期連結会計期間において196百万円改善し、当

第３四半期連結累計期間では3,057百万円の損失（前年同期は22百万円の損失）となりました。なお、親会社株主

に帰属する四半期純損失の主な要因は、当第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から同年９月30日まで）に

おいて繰延税金資産を取崩したことによるものです。

 

平成28年３月期連結業績（推移）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 
第２四半期累計期間

（H27/4/1～H27/9/30）

第３四半期会計期間

（H27/10/1～H27/12/31）

第３四半期累計期間

（H27/4/1～H27/12/31）

売上高 15,441 7,643 23,085

営業利益 △901 377 △523

経常利益 △892 382 △509

親会社株主に帰属する四半期

純利益
△3,253 196 △3,057
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第３四半期連結累計期間業績（前年同期比）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

 平成27年３月期  平成28年３月期  前年同期比

 第３四半期累計 百分比 第３四半期累計 百分比 増減額 増減率

売上高 22,862 100.0% 23,085 100.0% 223 1.0%

営業利益 352 1.5% △523 △2.3% △876 -

経常利益 272 1.2% △509 △2.2% △782 -

親会社株主に帰属する四半期

純利益
△22 △0.1% △3,057 △13.2% △3,034 -

 

（事業区分別の売上高）

　事業区分別の売上概況は以下のとおりです。

　社会基盤システム分野では、電力会社向けシステム開発は拡大傾向にありましたが、メディア他の受注額が減少

傾向にあることが影響し、売上高は7,369百万円（前年同期比4.9%減）と前年同期比で減少となりました。

　産業・流通・ヘルスケアシステム分野では、製造業向けビジネス等が継続して堅調に推移したことにより、売上

高は4,858百万円（同4.1%増）と前年同期比で増加となりました。

　金融・官公庁・行政システム分野では、大手金融機関向けシステム開発を中心とした特需が影響したことによ

り、売上高は4,355百万円（同24.2%増）と前年同期を大幅に上回りました。

　エンベデッドシステム分野では、医療機器開発商談は拡大しましたが、カーエレクトロニクス関連及びフォトイ

メージング関連を中心とした開発規模縮小の影響が継続したことにより、売上高は2,996百万円（同17.2%減）と前

年同期を大幅に下回りました。

　またサービス他の分野では、運用監視サービス等が好調に推移したことにより、売上高は3,504百万円（同5.7%

増）と前年同期比で増加となりました。

 

※平成27年７月１日に実施した事業区分の見直しに伴い、平成27年３月期第３四半期の売上高を組み替えており

ます。
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（単位：百万円）

 
平成27年３月期

第３四半期累計

平成28年３月期

第３四半期累計

前年同期比

増減額 増減率

社会基盤システム 7,747 7,369 △377 △4.9%

産業・流通・ヘルスケアシステム 4,668 4,858 189 4.1%

金融・官公庁・行政システム 3,508 4,355 847 24.2%

エンベデッドシステム 3,621 2,996 △624 △17.2%

サービス他 3,317 3,504 187 5.7%

合　　計 22,862 23,085 223 1.0%

 

（２）財政状態及びキャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、売掛債権や繰延税金資産の減少等により前連結会計年度末に比

べ4,267百万円減少し、21,112百万円となりました。負債は852百万円減少し、6,824百万円となりました。純資産

は3,415百万円減少し、14,287百万円となり自己資本比率は67.3%となりました。

　また、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ438百万円増加

し、8,722百万円となりました。当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの増減要

因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、835百万円の増加（前年同期は187百万円の減少）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益の悪化や確定拠出年金の拠出があった一方、売上債権の回収が進んだことや法人

税の還付があったことによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、76百万円の減少（前年同期は153百万円の減少）となりました。これは

主に固定資産の取得によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、319百万円の減少（前年同期は282百万円の減少）となりましたが、これ

は主に配当金の支払によるものです。

 

［キャッシュ・フローの状況］

（単位：百万円）

 
平成27年３月期

第３四半期累計

平成28年３月期

第３四半期累計
前年同期比

営業キャッシュ・フロー △187 835 1,023

投資キャッシュ・フロー △153 △76 76

財務キャッシュ・フロー △282 △319 △36

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,800 8,722 922

 

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は58百万円であります。なお、当第３四半

期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発
行数(株)

（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,800,000 11,800,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 11,800,000 11,800,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年10月1日

～

平成27年12月31日

－ 11,800,000 － 1,970 － 3,012

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　 500 － －

　完全議決権株式（その他） 普通株式　11,797,800 117,978 －

　単元未満株式 普通株式　　　 1,700 － 一単元（100株）未満の株式

　発行済株式総数 11,800,000 － －

　総株主の議決権 － 117,978 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式2,200株が含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数22個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社富士通

ビー・エス・シー

東京都港区台場二

丁目３番１号
500 － 500 0.00

　計 － 500 － 500 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　　　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　　　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から

平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 984 1,122

預け金 7,300 7,600

受取手形及び売掛金 10,068 8,293

たな卸資産 186 291

その他 1,484 955

貸倒引当金 △1 △6

流動資産合計 20,022 18,256

固定資産   

有形固定資産 1,902 1,853

無形固定資産 420 306

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 154 186

その他 2,879 509

投資その他の資産合計 3,034 695

固定資産合計 5,357 2,855

資産合計 25,380 21,112

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,323 2,359

役員賞与引当金 10 9

受注損失引当金 - 470

その他 4,138 3,246

流動負債合計 6,472 6,085

固定負債   

役員退職慰労引当金 104 111

資産除去債務 172 175

その他 926 452

固定負債合計 1,203 738

負債合計 7,676 6,824
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,970 1,970

資本剰余金 3,012 3,012

利益剰余金 12,589 9,213

自己株式 △0 △0

株主資本合計 17,571 14,195

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4 6

為替換算調整勘定 32 30

退職給付に係る調整累計額 △14 △13

その他の包括利益累計額合計 23 22

非支配株主持分 109 69

純資産合計 17,703 14,287

負債純資産合計 25,380 21,112
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 22,862 23,085

売上原価 20,095 20,583

売上総利益 2,766 2,502

販売費及び一般管理費 2,413 3,025

営業利益又は営業損失（△） 352 △523

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 13 7

保険事務手数料 6 6

その他 3 3

営業外収益合計 28 22

営業外費用   

支払利息 2 2

為替差損 14 2

清算関連費用 90 -

その他 1 3

営業外費用合計 108 8

経常利益又は経常損失（△） 272 △509

特別損失   

過年度決算訂正関連費用 174 -

特別損失合計 174 -

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
98 △509

法人税、住民税及び事業税 12 8

法人税等還付税額 - △139

法人税等調整額 131 2,716

法人税等合計 144 2,584

四半期純損失（△） △45 △3,094

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △23 △37

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △22 △3,057
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純損失（△） △45 △3,094

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5 1

為替換算調整勘定 0 △4

退職給付に係る調整額 △110 0

その他の包括利益合計 △103 △2

四半期包括利益 △149 △3,097

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △126 △3,057

非支配株主に係る四半期包括利益 △23 △39
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
98 △509

減価償却費 203 197

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2 470

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 6

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1 △0

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - △30

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △313 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 5

受取利息及び受取配当金 △18 △12

支払利息 2 2

売上債権の増減額（△は増加） 1,636 1,774

たな卸資産の増減額（△は増加） 362 △107

仕入債務の増減額（△は減少） △448 74

長期未払金の増減額（△は減少） △482 △474

その他 △930 △972

小計 105 424

利息及び配当金の受取額 18 12

利息の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △308 △2

法人税等の還付額 - 403

営業活動によるキャッシュ・フロー △187 835

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △13 △27

無形固定資産の取得による支出 △139 △37

その他 △0 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △153 △76

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △308 △321

その他 26 1

財務活動によるキャッシュ・フロー △282 △319

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △622 438

現金及び現金同等物の期首残高 8,422 8,284

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 7,800 ※ 8,722
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　　　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社富士通ビー・エス・シー(E05134)

四半期報告書

15/19



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

 （百万円） （百万円）

現金及び預金勘定 800 1,122

預け金勘定 7,000 7,600

現金及び現金同等物 7,800 8,722
 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 159 13.5 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

平成26年10月27日

取締役会
普通株式 159 13.5 平成26年９月30日 平成26年11月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 159 13.5 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

平成27年10月27日

取締役会
普通株式 159 13.5 平成27年９月30日 平成27年11月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、システムインテグレーション及びソフトウェアサービスの提供を行う単一セグメントである

ため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △1円89銭 △259円08銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）
△22 △3,057

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

損失金額（△）（百万円）
△22 △3,057

普通株式の期中平均株式数（株） 11,799,512 11,799,475

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成27年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………159百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………13円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年11月26日

（注） 平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月10日

株式会社富士通ビー・エス・シー

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 角田　　伸理之　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唐木　　秀明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小山　　浩平　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社富士通

ビー・エス・シーの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10

月１日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社富士通ビー・エス・シー及び連結子会社の平成27年12月31日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したもので、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

　2.XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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